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◎ 調査の概要 

１．調査の目的 

全市的な規模で児童の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改善点を明らかにする。その結果を、

各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課程編成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 

２．調査の内容 

 ○国語・算数 

  調査の目的に基づき、学習指導要領の定める第４学年までの内容のうち、ペーパーテストで調査を行うことが適当

な項目について調査を実施した。 

 ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

  児童の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童を対象とする意識調査を実施した。 

３．調査の対象  市内全市立小学校の第５学年の児童 

４．調査実施日及び調査対象教科・人数 

 （1）調査実施日  平成 30 年５月８日（火） 

 （2）調査対象教科・人数  小学校第５学年 

                  国語                12,000 人  

算数                12,001 人  

生活や学習についてのアンケート   12,011 人 
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◎ 国語調査結果の概要 

１．出題・観点等一覧

話すこと・聞くこと 90.9％（P.３） 

書くこと 60.2％（P.７）  

読むこと 66.2％（P.６） 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 80.2％（P.４～５） 

領域ごとの正答率（この資料において該当するページを示す） 
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２．領域ごとの主な成果（◇）と課題（◆）

正
答

４

正
答
率

89.5
％

正
答

１

正
答
率

88.6
％

 話すこと・聞くこと
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話
の
中
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る
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聞
き
取
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こ
と
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で
き
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（２）
】
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話
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取
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で
き
る
。

【

１

（３）
】

◇
１
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告
書
Ｐ
８
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題
Ｐ
１
参
照
）

◇
１

（３）
（
報
告
書
Ｐ
８

問
題
Ｐ
１
参
照
）
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【
読
み
】

正
答

正
答
率

②
い
わ

87.8
％

③
せ
ん
そ
う

97.1
％

⑤
く
ろ
う

94.7
％

⑥
す
く
（
う
）
92.9
％

◇
日
常
生
活
で
よ
く
使
う
漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
は
概
ね
で
き
て
い
る
。【

２

】

◆
実
際
に
書
く
頻
度
が
少
な
い
漢
字
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
【

２

⑦
】

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

【
書
き
】

正
答

正
答
率

①
世
界

92.2
％

④
薬

88.4
％

⑦
打

43.1
％

⑧
館

83.7
％

◆

◆

◇
◆
２

（
報
告
書
Ｐ
10

問
題
Ｐ
２
参
照
）

参考２ 

平成29年度全国学力・学習状況調査 国語Ａ ７

参考１ 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査 国語Ａ ６ 

「心を打たれる」の意味と使い方として 

適切なものを選ぶ  正答率 91％ 



5 

◆
３

（２）
（
報
告
書
Ｐ
12

問
題
Ｐ
３
参
照
）

正
答

２

正
答
率

58.1
％

【
参
考
】

１
と
解
答
し
た
割
合

19.3
％

◆

文
の
中
の
主
語
を
捉
え
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
。

【

３

（２）
】

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

正
答

２

正
答
率

58.1
％

１
を
選
ん
だ
誤
答19.3

％

正
答
例

○
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
努
力
す
る
姿
に
心
を
打
た
れ
た
。

○
彼
は
、
夕
日
の
美
し
さ
に
心
を
打
た
れ
た
。

参考 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査 

中学 国語Ａ ８四２ 

文の成分の順序や照応、構成を考えて 

適切な文を書く設問   正答率 25％ 

８
四
２
「
心
を
打
た
れ
た
。」
を
文
末
に
用
い
た
一
文
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
「
心
を
打

た
れ
た
」
の
主
語
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
「
誰
（
何
）
」
の
「
ど
の
よ
う
な
こ

と
」
に
「
心
を
打
た
れ
た
」
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。
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正
答

カ
ヌ
ー

正
答
率

88.1
％

正
答

１

正
答
率

61.7
％

２
を
選
ん
だ
誤
答

24.7
％

◇
登
場
人
物
の
状
況
や
設
定
等
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【

４

（１）
】

◆
叙
述
の
積
み
重
ね
か
ら
全
体
を
捉
え
、
心
情
を
理
解
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

【

４

（４）
】

◇
４

（１）
（
報
告
書
Ｐ
14

問
題
Ｐ
５
参
照
）

◆
４

（４）
（
報
告
書
Ｐ
８

問
題
Ｐ
１
参
照
）

 読むこと  
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◆
情
報
を
根
拠
に
し
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
【

７

（２）
】

◇
７

（２）
（
報
告
書
Ｐ
19

問
題
Ｐ
10
参
照
）

 書くこと  

正答率 59.7％ 

正答例 

・（理由は、）かわ製でじょうぶだし、色やがらも茶色の無地で大人っぽいため、Ｂよりも長く使えそうだと思ったからです。

・（理由は、）Ａと比べて 400 円も安いので、自分のおこづかいで買えるからです。また、えんぴつもたくさん入って便利だか

らです。                                                

正答の条件                          正答条件を満たしていない割合 

（１）自分の考えを書いている。                10.3％ 

（２）（表）に書かれた特徴をもとに自分の考えを書いている。   1.0％ 

（３）「理由は、」にスムーズにつながるように書いている。     1.5％ 

（４）全体で６０字以上、８０字以内で書いている。 7.1％
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参考 平成 30年度 全国学力・学習状況調査 国語Ｂ １三 

話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と 

比べるなどして考えをまとめる 正答率：36％  

三 松山さんは、【話し合いの様子の一部】の    で、自分の

考えを話します。あなたが松山さんなら、どのような考えを話しま

すか。その内容を、次の条件に合わせて書きましょう。 

〈条件〉 

○   の金子さんや青木さんのように、代表で発表した北川さ

ん、小池さんのいずれかの意見を取り上げ、その取り上げたこと

に対してどう考えるのかを書くこと。 

○ ◇司会が話しているように、「これから言葉をどのように使っ

ていきたいか」について書くこと。 

○ ８０字以上１００字以内にまとめて書くこと。 

正答例 

○北川さんが話したように、わたしも言葉を省略して話す人は確

かに多いと思います。これからは、相手や場に合っているかど

うかを考えながら、言葉をなるべく省略せずに使っていきたい

と思います。（91 字） 

○時代によって言葉の使われ方は変わると小池さんは言っていま

した。だからこそ、言葉の本来の意味や使い方をきちんと学ぶべ

きだとぼくは思います。これからは、言葉の本来の使い方を調べ

て使っていきたいです。（98 字）
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３．授業改善に向けて注目した問題
○
出
題
の
ね
ら
い

段
落
相
互
の
関
係
に
注
意
し
て
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

◇
５

（１）

（２）
（
報
告
書
Ｐ
16

問
題
Ｐ
７
参
照
）

正
答

３

正
答
率

54.8
％

正
答

４

正
答
率

79.6
％



10 
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◎ 算数調査結果の概要 

１．出題・観点等一覧

数学的な考え方 49.0％ 

数量や図形についての技能 69.1％  

数量や図形についての知識・理解 58.6％ 

数と計算 68.1％（P.12） 

量と測定 50.2％（P.13） 

図形 40.8％（P.14） 

数量関係 57.0％（P.15） 

観点ごとの正答率 領域ごとの正答率（この資料において該当するページを示す）
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２．領域ごとの主な成果（◇）と課題（◆）

  数と計算 

  ◇小数第二位までの加法の計算について、小数点の位置をそろえて計算することはできている。【２(１)】 

  ◆小数のたし算の仕組みを、0.01 をもとにした考え方を理解することには課題がある。【１（１）】 

  ◇２(１) （報告書Ｐ.２８～２９ 問題Ｐ.２参照） 

◆１(１) （報告書Ｐ.２６～２７ 問題Ｐ.１参照） 

正答 1.54 正答率 79.4％  

正答  ６５  ４８０  ５４５ 

正答率  91.9％   77.9％   65.9％ 

参考 平成 27年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ１(２) 

正答 ㋐５２１ ㋑７０  

正答率 川崎市：75.3％ 全国：74.3％ 
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  量と測定 

  ◇180°より大きい角について、直角を基にして角の大きさの見当をつけることはできている。【８(１)】 

  ◆180°より大きい角について、180°や 360°を基にして分度器を用いて角の大きさを求めることには課題がある。【８（２）】 

◇８(１) （報告書Ｐ.３６ 問題Ｐ.７参照） 

♦８(２) （報告書Ｐ.３６ 問題Ｐ.７参照） 

正答 ３ 正答率 71.5％     

正答 ２２０° 正答率 51.0％  

   １４０°の誤答 36.2％ 

参考 平成 27年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ４(１)(２) 

正答 ３ 正答率 川崎市：71.5％ 全国：77.1％ 

正答 ２１０° 正答率 川崎市：55.6％ 全国：58.0％ 

   １５０°の誤答 37.1％ 
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  図形 

  ◆立方体について、辺に垂直な面の関係を理解することには課題がある。【１２（２）】 

◆１２(２) （報告書Ｐ.４０ 問題Ｐ.７参照） 

正答   、 

正答率 13.1％ 

参考 

平成 26 年度 川崎市学習状況調査 

面  に垂直な面をすべて書きましょう。 

正答率 73.5％ 

◇立方体について、面に垂直な面の関係を理解

することはできている。 
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数量関係 

  ◆二つの観点から整理された表について、表の中の値の意味を読み取り、説明することについては課題がある。【１５（１）】 

◆１５(１) （報告書Ｐ.４５～４６ 問題Ｐ.１６参照） 

正答  １５は、１２月に貸し出しされた伝記のさっ数 

を表しています。 

正答率  55.9％ 
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３．授業改善に向けて注目した問題 

  ７ （報告書Ｐ.３５ 問題Ｐ.５～６参照）

  〇出題のねらい  

具体的な事象の問題を解決するために、目的に合った処理の仕方を考え、適切な概数を用いることができる。 

  〇問題の概要 

   買物の場面で、１０００円で買い物ができるかどうかを判断するときには切り上げて見積もる式に入る数を答える問題を出題した。 

正答  ① ５００＋２００＋３００ 

② １０００ 

正答率  62.5％ 

５００＋１００＋３００の誤答 24.7％ 

参考 平成 27年度 全国学力・学習状況調査 算数Ｂ４(２) 

正答  ２

正答率 川崎市：66.4％ 全国：62.8％ 
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過去３年間の経年変化からの分析（○） 

１．授業に対する好感度・理解度・有用感について

好感度 （報告書Ｐ.５７ 生活や学習についてのアンケートＰ.１参照） 

  ○理科、総合的な学習の時間では、「すきだ」「どちらかといえばすきだ」と回答した児童の割合は、８割を超えている。 

◎ 生活や学習についてのアンケート  

86.6

87.5

86.2 

84.6

84.9

83.7 
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理解度 （報告書Ｐ.５８ 生活や学習についてのアンケートＰ.２参照）  

○国語では、「わかる」と回答した児童の割合に、増加傾向がうかがえる。また、「わかる」「どちらかといえばわかる」と回答した児童

の割合は、９割を超えている。 

○理科では、「わかる」と回答した児童の割合が、約７割である。また、「わかる」「どちらかといえばわかる」と回答した児童の割合は、

９割を超えている。 

92.4 

92.8 

92.6 

93.7 

94.8 

93.4 
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有用感 生活での有用感（報告書Ｐ.５９ 生活や学習についてのアンケートＰ.２参照）  

○各教科等において、「役に立つ」「どちらかといえば役に立つ」と回答した児童の割合は、約９割である。 

○算数では、「役に立つ」と回答した児童の割合は、約８割である。 

90.1 

89.4 

94.3  

85.6 

85.0 
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有用感 将来における有用感（報告書Ｐ.６０ 生活や学習についてのアンケートＰ.２参照）  

○国語、社会、算数において、「役に立つ」と回答した児童の割合は、７割を超えている。また、「役に立つ」「どちらかといえば役

に立つ」と回答した児童の割合は、９割を超えている。 

94.1

94.2  

96.0 
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２．自尊意識・将来に関する意識等について、良い状況にあると捉えていること（○）

（報告書Ｐ.６５ 生活や学習についてのアンケートＰ.５参照） 

  ○「よいところがあると思う」について、「あてはまる」と回答した児童の割合に、増加傾向がうかがえる。 

37.8

41.3 

46.1 

41.2

38.6 

41.2 

0 20 40 60 80 100

H28

H29

H30

%

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

参考 平成３０年度全国学力・学習状況調査（本市・６年生） 

「自分にはよいところがあると思いますか」 

79.0 

79.9 

87.3 

79.2 

80.4 

81.4 
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（報告書Ｐ.６５ 生活や学習についてのアンケートＰ.５参照） 

  ○「将来の夢や目標を持っている」について、「あてはまる」と回答した児童の割合は、７割を超えている。 

64.9

66.0 

67.2 

18.2

17.9 

17.4 

0 20 40 60 80 100

H28

H29

H30

%

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

参考 平成３０年度全国学力・学習状況調査（本市・６年生）

「将来の夢や目標を持っていますか」 

83.1 

83.9 

84.6 

87.7 

88.9 

87.2 
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（報告書Ｐ.６６ 生活や学習についてのアンケートＰ.６参照） 

  ○「自分の町が好き」について、「あてはまる」と回答した児童の割合は、約７割である。 
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３．その他、注目したい質問項目

（報告書Ｐ.６４ 生活や学習についてのアンケートＰ.５参照） 

（報告書Ｐ.７０ 生活や学習についてのアンケートＰ.８参照） 

月に何さつぐらい本（マンガ・雑誌をのぞく）を読みますか。

もし、道で出会った外国人に英語で話しかけられたら、どう
しますか。 

外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知っ
てみたりしてみたいと思いますか。 

79.0 



25 

川崎市学習状況調査 わかりやすい個票を保護者・児童に提供

◎ 調査結果の活用 

児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、学習に取り組む態度や家庭学習の改善に役立てます。 

【意識調査】 

アンケート調査については、

国語、算数について授業の理

解度などについて選択肢別

の回答率を示しています。 

【様々な情報提供】 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

数値は川崎市の全体の割合(％) 

本人の選択は網掛け部分 

市平均正答率個人正答率 
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【わかりやすい提示】 

分析と解答用紙が上下で示さ

れており、小問ごとに学習状況

を確認することができます。


